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◆製品設計チェックリストの考え方
機器は容易にリサイクルできなくてはならない。「製品設計チェックリスト」には、ドイツブルーエンジェルDE-UZ219を参考に、リサイクル容易性を高める指標が挙げられている。これらの指標は次の設計思想に基づいている。

【組み立て構造および結合技術】
· 機器は技術的に必要とされない限り、異なる材料間の結合を解除することができない結合(例えば、接着、溶接)を使用しないこと。
· 機器に使用される結合は容易に解除可能な機械的な結合であること。
· 機器は容易に手分解または機械分解できること。

【材料の選択】
· 筐体部分：材料の種類数を減らすために、個々のプラスチック製筐体部品(25gを超える)はそれぞれ1種類のポリマーまたはポリマーブレンドからなること。筐体部品に使用される全てのプラスチック製部品は4種類までの分離可能なポリマーあるいはポリマーブレンドからなること。
· 大型の筐体に使用されているプラスチック材料は、既存のリサイクル技術に基づいて、高価値・長寿命の製品製造に再活用できるように構成されていなければならない。
· 部品へのコーティングは可能な限り少なくし、使用する場合には理由付けを行うこと。なお、電気メッキは使用してはならない。
· 機器は再生プラスチックが使用されるか、使用が許可されていること。

【使用後の機器の活用】
· 有害物質が含まれる可能性のある部品および材料は、容易に認識および取り外しが可能であること(例えば、色材カートリッジ、液晶ディスプレイのバックライト用水銀ランプ、および液晶ディスプレイパネル)。
· 事業者は機器に使用される部品の再活用に関する情報を収集し製品設計に活かしていること(例えば、分解方法、部品の再使用、リサイクルに関する情報等)。

【色材カートリッジおよび色材容器】
申請者がオリジナル装備として同梱するか、または製品添付書類中で各機器について使用を推奨する色材カートリッジおよび、トナー、インク、ジェル、ワックス等の色材のための容器は、再使用もしくは材料としての活用が可能なようにする指標が「製品設計チェックリスト」に挙げられている。これらの指標は次の設計思想に基づいている。
· 色材カートリッジが再利用できないような装置をカートリッジに取り付けてはならない。

◆項目
1) 機器はリサイクルに適して構成され、次の各グループの要求項目のうち、全てのMust項目(M)を満足しなければならない。また、認定の要件ではないが、Should項目(S)を満足することが望ましい。
A:　組立構造と結合技術
B:　材料の選択とマーキング
C:　長寿命性
D:　省資源

2) 各要求項目は、「対象」の欄に記載されている特定のアッセンブリーに適用される； 筐体、機械部品、電子アッセンブリー、色材カートリッジ、または色材容器。
3) 用語の定義　
	機械部品
	電気・電子アッセンブリーに含まれておらず、機械的または光学的機能を果たす部品(筐体およびシャーシは除く)。

	筺体部品
	機器を環境影響から保護すると共に、ユーザーと可動部品、発光部品または高電圧部品との接触を防ぐための外装カバーを構成する部品。

	再使用部品
	過去に使用され、再度使用されている部品。

	アッセンブリー
	力あるいは形状によって互いに結合された2つ以上の部品から構成されるもの。

	色材
	染料、顔料、およびその他添加物を、ポリマーマトリックス(例えば、トナーの場合)、溶剤(例えば、インクの場合)、ジェル、ワックス(例えば、固形インクの場合)といったキャリア物質に溶かした、または分散させた混合物。

	色材カートリッジ
	色材容器以外に、色材をプリント素材に移すための機能要素も備えることができる複合ユニット(例えば、トナー容器、感光体、装填ユニット、クリーニングユニット、廃トナー容器を有するトナーカートリッジ、またはノズルシステムおよび1個もしくは複数の一体式インクタンクを有するインクプリントヘッド)。

	色材容器
	トナーまたはインク等の色材を入れる貯蔵容器。

	シャーシ
	機器本体の主部品を固定するための骨格となる機能を持つ部品。

	電気・電子アッセンブリー(および部品)
	少なくとも1つの電気・電子部品を含むアッセンブリー(部品)。

	リサイクル
	本チェックリストでは、使用済みの(プラスチック)部品の材料としての活用を指す。



4) カテゴリ分類
要求項目はMust項目、Should項目のいずれかのカテゴリに分類される。
	Must 項目(M)
	実現されなくてはならない項目

	Should　項目(S)
	実現されることが望ましい項目
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要求
	対象
	カテ
ゴリ
	実現
	解説

	A:組立構造と結合技術

	A1
	相互に適合性を有さない材料でできたアッセンブリー同士は分離可能か、または分離補助部付きで結合されているか。
	筺体部品、シャーシ、電気・電子アッセンブリー、色材カートリッジ
	M
	□はい/
□いいえ
	重要な結合は筐体とシャーシ間およびシャーシと電気・電子アッセンブリー間の結合である。それらの分離可能性はアッセンブリーと材料の分別された使用／活用のためおよび有害物質を含む部品の速やかで確実な除去のための前提条件である。接着される銘板(例えば、企業のロゴやラベル)も対象となる。「分離補助部」とは例えば、予定破壊箇所を指す。

	A2
	電気・電子アッセンブリーは容易に見つけられ、簡単に取り外しが可能か。
	ランプを含むユニット全体
	M
	□はい/
□いいえ
	リサイクルにおける最小限度のストラテジーは有害物質の除去である。
例えば、電池やコンデンサのように内容物質が有害物質を含むリスクのある、改正WEEE指令(2012/19/EU指令)　Annex VIIにリストアップされた電気・電子アッセンブリーや電気部品ならびに水銀を含む蛍光灯は容易に見つけられ、除去できること。

	A3
	分離すべき結合箇所は容易に見つけられるか。
	筺体部品、シャーシ、色材カートリッジ
	S
	□はい/
□いいえ
	分解時に分離すべき結合箇所は容易にかつ速やかに見つけられなくてはならない。結合箇所が隠されている場合は、対応する場所に印をつけなければならない(例えば、レーザーラベルまたは射出成形による)。

	A4
	リサイクルのための分解は一般的な工具だけでできるか。
	筐体部品、シャーシ、電気・電子アッセンブリー
	M
	□はい/
□いいえ
	『一般的な工具』とは、市販されていて入手可能な工具を指す。法律上、接続技術の選択が限られる場合には適用されない。

	A5
	分解工具のために必要な掴み点および作業空間が考慮されているか。
	筐体部品、シャーシ、電気・電子アッセンブリー
	M
	□はい/
□いいえ
	『掴み点』とは結合要素に工具により力を伝えるべき点を指す。そして工具による分解動作を実行できるためには、十分な作業空間が存在しなければならない。
一般の分解作業とは異なり、多くの場合、工具だけで解除が可能なスナップ結合は、特別なかたちでこの要求に応えている。

	A6
	リサイクルのために分解すべきすべての結合要素に、軸方向からアクセスできるか。
	筐体部品、シャーシ、電気・電子アッセンブリー
	S
	□はい/
□いいえ
	分解すべき結合部へのアクセスが難しい、あるいは直接できない場合は、分解工数が余計に必要となる。例えば、ネジ結合は半径方向からアクセスできる場合は分解に時間がかかる。

	A7
	アッセンブリーの固定のためのネジ結合は3種類以下の工具だけで外せるか。
	筐体部品、シャーシ、電気・電子アッセンブリー
	M
	□はい/
□いいえ
	結合要素が標準化され、統一化されていると、分解工数が少なくて済む。工具の交換が少なければ少ないほど、組み付けと分解は簡単になる。
工具は駆動タイプ(例えば、プラス溝)および駆動サイズ(例えば、工具サイズ)によって特徴付けられる。

	A8
	プラスチック部品間の分解すべき結合は、少なくとも半数は、差し込み/スナップ結合か。
	筐体部品
	S
	□はい/
□いいえ
	差し込みおよびスナップ結合を使用した部分については、分解に合った結合技術が選択されているか検証する。

	A9
	分解作業は一人の人間で行える。
	ユニット全体
	M
	□はい/
□いいえ
	結合方向が同じであれば、同時に任意の数のスナップ結合を使用できるが、アンダーカット角が 90°≧の場合、分解は必ずしも可能ではない。3つ以上のスナップ接続を同時に解放する必要がある場合、要件は満足しない。

	A10
	全分解工程を通して受け面は維持できるか。
	操作ユニット
	S
	□はい/
□いいえ
	『受け面』とは、解体作業者が製品に面する作業面を指す。
ユニットは１階層構造毎にこの要求に照らして調べる。

	A11
	筺体部品に固定された電気・電子アッセンブリーの数はゼロか。
	筺体部品
	M
	□はい/
□いいえ
	電子部品からの有害物質の除去および分離を容易に清潔かつ速やかに行うためには、すべての電気・電子アッセンブリーはシャーシに固定されるべきで、筐体に固定されていてはならない。筐体に固定された操作部品および同時にシャーシの機能を引き受ける筐体部品はここでは筐体部品と見なさない。

	A12
	製造事業者は試し分解(例えば、A1～A11 による)を行い、弱点を中心に記録を取ったか。
	ユニット全体
	M
	□はい/
□いいえ
	

	B:材料の選択とマーキング

	B1
	プラスチック製筐体部品に貼付されるラベルなどは、分離が容易でない場合、それらが貼り付けられる部分と同一の材質であるか、もしくはリサイクルを妨げない素材であるか。
	25g以上の筺体部品
	M
	□はい/
□いいえ
	高品位の材料としてリサイクルをするためには、ラベルなどの貼り付けるプラスチック部品からの分離が容易であること、もしくは同材料化(相溶化)が望ましい。

	B2
	類似の機能を有するプラスチック部品の材料は一種類に限定されているか。
	筺体部品、シャーシ、機械部品(≧25g)
	M
	□はい/
□いいえ
	『類似の機能』とは、例えば「耐衝撃性」、「耐摩耗性」といった機能を指す。材料の種類が少なければ少ないほど、分離および活用の工程は効率が向上する。この要求は再使用部品であることが証明された部品には適用しない。

	B3
	同一のプラスチック材料から製造されている構造部品は統一性または互換性をもって着色されているか。
	筺体部品、色材カートリッジ
	S
	□はい/
□いいえ
	同じプラスチック材料でできた部品に統一的な色を採用することによって、再使用を目的とした材料循環導入の可能性を高める。『互換性をもった着色』とは、同色で明度が異なる場合を指す(例えば、グレーとアントラサイト)。さらにプラスチックのタイプの違いも色で表すことができ、この「カラーコード」化は、プラスチックの種類分別に有効である。機器の操作部品はこの要求の対象から除く。

	B4
	プラスチック部品へのコーティングは必要最小限に限定されているか。メッキコーティングは用いていないか。
	筺体部品、色材カートリッジ
	M
	□はい/
□いいえ
	物質をリサイクルする場合、プラスチック部材に塗布された広いラッカー層、蒸着層、および圧着層を除去するための追加の方法が必要となる。レーザーラベリングはコーティングには該当しない。
この要求は再使用部品であることが証明された部品には適用しない。

	B5
	材料として活用可能な材料および材料結合を使用しているか。
	筺体部品、シャーシ、色材カートリッジ
	M
	□はい/
□いいえ
	『材料として活用可能』とは、出発原料と同一のリサイクル材料が製造できることを意味する(オリジナルレベルでの活用)。
なお、本項目は設計時の意図、目標を問うものであり、リサイクルの実行の有無については問わない。

	B6
	再生プラスチック材料の部分的な使用が許されているか。
	筺体部品、シャーシ、色材カートリッジ
	M
	□はい/
□いいえ
	『許されている』とは、製品の仕様において、条件を満足する材料が入手可能であれば使用できることを指す。また、『部分的な』とは、該当するプラスチック部品が存在すること(全ての部品でなくてよいということ)を指す。クローズドサイクルは、製造者が再生材料を既に使用しているかまたはそれを製品仕様書の中で約束して初めて実現する。

	B7
	プラスチック質量の全体に占めるリサイクル材料の割合は恒常的に少なくとも5%か。
	筐体部品、色材カートリッジの筐体部品
	S
	□はい/
□いいえ
	『プラスチック質量の全体』とは、対象のプラスチック部品を全て合計した質量を指す。『リサイクル材料』とは、リサイクルプラスチックを含むプラスチック部品のことではなく、リサイクルペレットそのもののことを指す。リサイクルペレットの起源については問わない。つまり、使用済みプリンタ・複写機の部品から得られるリサイクルペレットに限らず、市場の他の製品群も含めてのリサイクルプラスチックであればかまわない。
適したリサイクル材料の使用は特に資源の節約に貢献し、可能な範囲で使用することが強く望まれる。

	B8
	付表1(EU　WEEE指令)に該当する部品と材料は容易に取り外せるか。
	ユニット全体
	M
	□はい/
□いいえ
	付表1(EU　WEEE指令)は、集められた中古機器から取り外さなければならない一連の構造部品を規定している。

	B9
	B1～B8によって材料を選択し、それを文書化したか。
	筐体部品、シャーシ、色材カートリッジ
	M
	□はい/
□いいえ
	

	B10
	25gを超え、かつ面積が200mm2を超えるプラスチック製部品は、ISO 1043を考慮しながら、ISO 11469に従ってマーキングがなされているか。
	ユニット全体(再使用される複合アッセンブリー中に含まれているプラスチック製部品は除く)
	M
	□はい/
□いいえ
	プラスチックのマーキングはすべてのリサイクル企業にプラスチック材料の種類毎の選別を可能にする。

	B11
	二次電池は、種類を示す識別表示を行っているか。
	内蔵電池
	M
	□はい/
□いいえ
□該当する電池の使用なし
	二次電池の回収・リサイクルを推進するために、識別表示を行う必要がある。

	B12
	使用する総プラスチックに対するポストコンシューマ材料からなる再生プラスチックの使用割合(wt%)または再使用プラスチック部品、もしくはその組み合わせを、製品情報またはデータシートなどで情報提供しているか(0～1%、1～5%、5～10%、10～15%、15～20%のように5%間隔で表記する)。
	全てのアッセンブリー(色材カートリッジおよび色材容器を除く)
	M
	□はい/
□いいえ
	使用割合の計算には、次の部品は対象に含まない：プリント基板、ケーブル、コネクタ、電子部品、光学部品、静電気放電(ESD)部品、電磁妨害(EMI)部品、およびバイオプラスチック材料。
情報提供としては、記入表3に記載して事務局に提出することでもよい。

	C:長寿命性

	C1
	規格部品(standard parts)を除き、部品数において機器の構成要素の50%以上が同一製造事業者の同一世代、同一性能の他機種と共通部品として使用されているか。
	ユニット全体
	M
	□はい/
□いいえ
	

	C2
	再生されたアッセンブリーもしくは部品の使用が予定されているかまたは、許可されているか。
	ユニット全体
	M
	□はい/
□いいえ
	製造者の責任のもとで、スペア部品またはETN(Equivalent to new)部品として、部品を再使用する用意が無くてはならないことを指す。

	C3
	色材カートリッジまたは容器は色毎の交換が可能か。
	色材カートリッジ、色材容器
ただし、ポータブル型の機器には適用しない
	M
	□はい/
□いいえ/
□対象外(色材カートリッジ・色材容器の使用なし、単色機、ポータブル型の機器)
	色毎の交換は材料の節約に貢献する。なお、ポータブル型の機器とは、小型、軽量のプリンタ等で、その中にモバイル型プリンタ(mobile printer)も含まれる。

	C4
	再生色材カートリッジ・色材容器の使用が、設計上(構造、ソフトウェアまたはその他の方法)妨げられていないか。
	ユニット全体
	M
	□はい/
□いいえ
□対象外(色材カートリッジ・色材容器の使用なし)
	本項は他社が販売する全ての再生色材カートリッジ・色材容器の使用を保証することを指すのではなく、機器での設計上、特殊な対策により妨げていないことを指す。


	C5
	色材カートリッジは再利用できるか。
	色材カートリッジ
	M
	□はい/
□いいえ
□対象外(色材カートリッジの使用なし)
	再使用を設計的な対策によって妨げてはならない。

	C6
	機器に取り付けられている電池は、その電池が寿命となったときや修理のときなどに実装されているプリント基板などの全体を交換することなく、交換または取り外しが可能であるか。
	プリント基板等
	M
	□はい/
□いいえ
□該当する電池の使用なし
	電池の寿命による電池交換がし易い構造であることは、機器の廃棄を回避し、長寿命に繋がる。

	D.　省資源

	D1
	減量化・減容化を考慮して機器を設計しているか。
	製品
	M
	□はい/
□いいえ
□同等機能を有する従来機が存在しない
	機器の減量化・減容化は、資源の節約に繋がる。

	
	
	具体的には、同タイプの従来機(もしくは基準機)に使用される機器との減量化もしくは減容化率等の比較を行っているか。ただし、同等機能を有する従来機が存在しない場合には、従来機との比較は適用しない。同等機能とは、例えば、印字方式、IPM、対応する用紙サイズ等が同一の機器構成を指す。
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	従来機に使用される機器との比較
	従来機の名称
	

	減量化率
	

	減容化率
	


減量化率、減容化率は、どちらかでも構いません。

	すべての“Ｍ”要求が満足されており、それらに“Yes”回答が与えられたか。
	M
	□はい/
□いいえ
	



＜参考＞　B8　付表1
少なくとも次記の物質、調剤および部品は、分別回収された廃電気・電子機器から除去すること。
(改正WEEE指令(2012/19/EU指令)　Annex VIIによる)
	- ポリ塩化ビフェニルおよびポリ塩化テルフェニル(PCB/PCT)の処分に関する96/59/EC理事会指令(1996年9月16日)に従うコンデンサを含むポリ塩化ビフェニル(PCB)
- 水銀を含む部品。スイッチやバックライト用ランプなど
- 電池類
- 携帯電話、一般ならびにその他デバイスのプリント基板のうち、プリント基板の表面積が10cm2 平を超えるもの
- トナーカートリッジ。液状か粘着粉末かを問わず、カラートナーも含む
- 臭素系難燃剤を含むプラスチック
- 石綿(アスベスト)廃棄物および石綿含有物
- 陰極線管
- クロロフルオロカーボン(CFC)、ハイドロクロロフルオロカーボン(HCFC )、またはハイドロフルオロカーボン(HFC)、炭化水素(HC)
- ガス放電型ランプ
- 液晶ディスプレイ(必要であればそのケーシングも含む)のうち、表面積が100cm2を超えるもの、ならびにガス放電ランプをバックライトとして使用しているものすべて
- 外部電気ケーブル
- 危険な物質の分類、包装、表示に関する法律、規制、行政規定の近似化に関するEC理事会指令67/548/EECの第23次97/69/EC理事会指令(1997年12月5日)による難燃性セラミック繊維含有構成部品
- 電離放射線によって引き起こされる危険から労働者および公衆の健康を保護するための最低安全基準を定める1996年5月13日の閣僚理事会指令(96/29/Euratom)の第3条およびその付属書Iで設定される閾値以下を除く放射性物質含有構成部品
- 懸念物質含有電解コンデンサ (高さ25mm超、直径25mm超、または体積がこれに近いもの)


これらの物質、混合物および部品は2008/98/EC指令に従って、処理または活用すること。
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